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中体連相双総合大会終わる！
６月６日（水）、７日（木）、１２日（火）の３日間にわたり、相双地区中体連総合大会が地区の各会場で開

催されました。県大会出場をめざし、各競技において熱戦が繰り広げられ、本校生もこれまでの練習の成果を
発揮すべく全力で臨みました。その結果、団体１つと個人６名が県大会への出場権を勝ち取りました。どの部
も、持てる力を発揮できたと思います。また、野球の応援には吹奏楽部も加わり熱い演奏を繰り広げました。
多くの保護者の方々にも、各会場に応援に駆けつけ、声援を送っていただき、ありがとうございました。

～大会を振り返って～
女子ソフトテニス部 渡邉みちるさん
＜練習や大会を通して学んだこと＞
◯中体連で優勝することができたのは、みんなの「絶対優勝するぞ!」という強い気
持ちと保護者の方々などの応援があったからだと思います。有言実行できたこと
を自信につなげ、目標に向かってこれからも努力していきたいと思います。

＜県大会に向けての意気込み＞
◯県大会はレベルが上がり不安もありますが一回戦突破を目標に頑張りたいです。
そして今まで私達を応援してくれた方々への感謝の気持ちを忘れず、県に進めな
かった人たちの分まで全てを思いきりぶつけてきたいと思います。

女子ソフトテニス部 佐藤梨緒さん・佐藤吏紗さん
＜練習や大会を通して学んだこと＞
◯練習では仲間を大切にすることを、大会では応援してくれるありがたさを学びま
した。みんなの存在は偉大だと感じました。これからも感謝の気持ちを忘れずに
いろいろなことに励んでいきたいです。

＜県大会に向けての意気込み＞
◯私達の目標はベスト８に入ることなので県大会への少しの時間を大切にして一球
一球を無駄にせず打っていきたいです。強い人たちしかいないけど、気持ちでは
負けないで、声を出して最後まで戦い抜きたいです。

女子ソフトテニス部 菊地陽奈さん・岡瑞嬉さん
＜練習や大会を通して学んだこと＞
◯ペアと協力することは勿論、テニス部全員が協力し合うということです。中体連
で団体優勝や３位がとれたのは、ペアを組んだ相手とテニス部全員のお陰だと思
っています。県大会でも頑張ります。

＜県大会に向けての意気込み＞
◯仲間と協力し、支え合い練習の成果を十分に発揮したいです。応援してくれてい
る家族や友達の思いを背負って精一杯頑張ってきたいです。

男子ソフトテニス部 平田将伍君・青田莉空君
＜練習や大会を通して学んだこと＞
◯「諦めない心」です。最後まで粘り強くやり通すことです。（平田君）
◯「励まし」です。負けている時も励まし合い最後まで戦うことです。（青田君）
＜県大会に向けての意気込み＞
◯強い相手でも最後まで諦めず声を出して頑張りたいです。（平田君）
◯自分のベストを尽くせるように声を出して全力で頑張りたいです。（青田君）

男子バスケットボール部 手塚洋佑君
＜練習や大会を通して学んだこと＞
◯どれだけ点が離れていても、諦めずに最後までやり遂げることが大事だと思いま
した。また、もっと練習しておけばと後悔もありました。

＜これからの生活にいかしていきたいこと＞
◯これから後悔しないためにも、学校生活や受験では中体連で学んだ諦めない事を
忘れずに、頑張っていきたいです。

女子卓球部 津浦涼那さん
＜練習や大会を通して学んだこと＞
◯一日一日の練習がとても一生懸命でした。当日は仲間の応援が選手を心強くした
と思います。負けた時の悔しさも一人一人をまた強くすると感じました。

＜これからの生活にいかしていきたいこと＞
◯「目標」を持って努力し「反省点」「課題」を見つけるようにしたいです。仲間
を「応援する」から「高め合う」ことができるようこの経験をいかしたいです。

＜上位入賞団体＞
優 勝 ソフトテニス女子団体 (県大会へ)
３ 位 バスケットボール男子
３ 位 卓球女子団体

＜上位入賞者＞
３ 位 ソフトテニス男子個人平田将伍君・青田莉空君 (県大会へ)
３ 位 ソフトテニス女子個人佐藤梨緒さん・佐藤吏紗さん (県大会へ)
３ 位 ソフトテニス女子個人菊地陽奈さん・岡瑞嬉さん (県大会へ)




